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火山豆石

一幻の湘南火山帯のゆくえ一

横須賀市長井町松ヶ崎

平田大二 (学芸員)

松ヶ崎の海食台には、 三崎層とよば

れる約600万年前の海底に堆積した地

層がみられます。粒の大きさは遠いま

すが、ほとんと、火山の噴出物からでき

ている地層です。その中に、火山豆石

と呼ばれる直径 1cmほどの球状のも

のを大量に含む層があります。火山豆

石とは、火山灰でできた変り玉のよう

なものです。中心部はやや粗い火山灰

や小さい礁でできていて、そのまわり

を幾重にも細かな火山灰の膜がっつ

む同心状の構造をしています。三111奇周
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の火山豆石は、海底火山の爆発的な噴

火によ って海面上に舞い上がった火

山灰が、噴煙柱の中で集まり固まって

できたもので、噴火口から半径20km

以内に堆積したものと考えられてい

ます。しかし、 今は近くに火山はあり

ませんし、その面影もありません。で

は、火山豆石をはじめ大量の噴出物を

出した火山はどこへいってしまった

のでしょう。

幻の、湘南火山帯、それは実在したの

でしょうか 7
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研究ノ ート 空飛ぶ動物のつばさ 大島光春(学芸員)

空へのあこがれ

人は、多かれ少なかれ、 空へあとが

れるのではないでし ょうか?私は小

学生の頃、時々羽田空港まで自転車で

出かけて行き、何時間も離着陸の様子

を眺めていました o 初めて飛行機に

乗ったのは小学校 6年生の時でした

が、翼がかなり しなることとフラ ップ

の動きに感動したのを覚えています。

十数年後、博物館に就職してエン ト

ランスホールに翼竜を吊すことにな

り、その組立のため、飛行動物につい

て勉強をしました。

翼をつくる骨

私たちにもっとも身近な飛行動物はハ

トやスズメをはじめとする鳥類だと思い

ます(カやハエという人もいるでしょう

が、背骨がないものはこ乙では触れませ

ん)。ムササピ、トビトカゲ、トビウオな

ども考えられますが、ここでは鳥、コウモ

リ、翼竜に限って見ていきましょう。

翼を支えている骨は鳥、コウモ 1)、翼竜

では共通していて、指骨(指の骨)、中手

骨(手の甲の骨)、手根骨(手首の骨)、機

骨・尺骨(下腕の骨)、上腕骨(上腕の骨)

の6鶴漬です(図1)。しかし、それぞれ

の骨の長さの比や数は異なっています。

まず鳥の翼ではかなりの部分を上腕
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こt腕骨 a 

図1.右翼の骨格の比較.a .鳥.b :翼竜.c 

コウモリ.Hildebrand (1995)を改変.

骨と様骨 ・尺骨が支えています(図 l

a)。つまり腕の骨が翼をつく っていま

す。さらに中子骨~指骨にかけては第三

指が主で第四指が少しある (種類によっ

ては第二指と第三指)とL寸程度です。

翼竜では翼の長さの半分以上を指

の骨が占めています(図 1b)。第一一

三指にはかぎ爪があり、 翼は第四指が

支えています。つまり翼を支えている

のは薬指の骨なのです。

コウモリ の翼では指の骨と腕の骨

がほぼ同じくらいの割合を支えてい

ます(図 1C)。指には第一指と第二指

にかぎ爪があり、第三一五指が翼を支

えています。鳥と翼竜とコウモリのう

ち、翼の前端だけではなく、中にも骨

が入っているのはコウモリだけです。

さらにコウモリでは尺骨より榛骨の

方が太いという特徴もあります。

指に着目すると、 鳥は中指で、翼竜

は薬指で、 コウモリは中指から小指で

翼を支えているのです。

飛び方と翼の形

コウモリは翼を羽ばたかせて飛び

ます。翼竜は翼を広げたままソアリン

グ(滑朔)したと考えられています。鳥

は非常に多様な飛び方をするのでど

ちらの飛び方をするものもいます。乙

乙では鳥の中から対照的な

飛び方をするノ、トとアホウ

ドリを例にしましょう。

まず飛び方を思い出してく

ださい。ハ卜は非常に速く翼を

動かしますが、アホウドリは翼

をまっすぐにのばしたままほ

とんど羽ばたきません。次に翼

図2.翼形の比較 a ハト.b ア

ホウドリ.
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重力

図3.翼の断面図.重力，揚力，抗力

の作用を示す.

の形を見るとハ 卜の翼は幅が狭く、前後

に長いのに対して、アホウドリの翼は細

長くのびています(図2)。では飛び方と

翼の形との関係を見ていきましょう。

翼が空気を押し下げることによって、

鳥は空に浮く力(以下、揚力といいます)

を得ています(図3)。揚力が同じ (つま

り体重が同じ)とき、ゆっくりと大量の

空気を押し下げるのと、速く少量の空気

を押し下げるのとを比較すると、前者の

方がエネルギーが少なくてすみます。必

要なエネルギーに注目すると、エネル

ギーの増加は、空気の量の増加の1乗に

比例し、空気を押し下げる速度の増加の

2乗に比例するからです。

翼面積が同じ場合、幅が広く前後に

短p翼の方が、幅が狭く前後に長い翼

よりもゆっく りと多量の空気を押し

下げることになります。つまり経済的

に飛ぶためには細長いアホウドリの

翼の方が適しているのです。

しかし、細長い翼は羽ばたきには不

向きです。ハトは短い翼を強力な胸の

筋肉で羽ばたかせ簡単に飛び立てま

す。速く少量の空気を押し下げる翼を

羽ばたかせることで短時間に大きな

揚力を得ることができるわけで

す。このような飛び方はアホウ

ドリにはできません。

翼竜は翼の形から、アホウドリの

ような飛び方をしたのではないか

と推定できます。しかし、絶滅して

しまった翼竜がどのような内臓を

持ち、どのような筋肉、 血管、脳を

持っていたのか、恒温援物だったの

かなどを直接に調べることはでき

ません。翼竜の生きていた姿を復元

するには、この鳥やコウモりなど、

今生きている優れた飛行動物を参

考にしなければなりません。
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南アフリカのダイヤモンド鉱山巡り

はじめに

4月のはじめに、南アフリカ共和国

ケープタウンで第7回国際キンパーラ

イト会議 (7thInternational Kimberlite 

Conference)が開催されました。乙の会

議に先立ち、「婚約指輪は給料の3ヶ月

分Jのキャッチコピーで有名なダイヤ
モンド会社のデ・ビアス社 (DeBeers) 

の案内でダイヤモンド鉱山を見学する

ことができました。今回は、このダイヤ

モンド鉱山巡りの報告をします。

キンパーライトとは

ダイヤモンド鉱山巡りの前に、キン

パーライトという言葉はあまりなじみ

がないと思うので、簡単に説明してお

きます。キンパーライトは、地球上に存

在する火山岩の中で、もっとも地下深

くからやってきたと考えられている岩

石です。ダイヤモンドを産出すること

で知られており、学術的・経済的に重要

な岩石です。ダイヤモンド鉱山を見学

するというごとは、キンパーライ トを

見学すると言っても良いでしょう。分

布はアフリカ、ロシア、オーストラリ

ア、北米などの安定大陸と呼ばれる古

い大陸で、日本には存在しません。

私は以前から、高温高圧発生装置を

使って、キンパーライ トをマントル内

部の条件にもどして、キンパーライト

マグマがどのようにできたかを研究

しております。私は数年間キンパーラ

イトの研究を行っているのですが、実

際に野外でキンパーライトを観察し

たことがありません。

ダイヤモンド鉱山巡り

今回私は、鉱山巡検 (LargeMin巴

Field Trip)に参加しました。乙の巡検

に参加した目的は、肉眼でキン

ノfーライトを観察することと、

大量のキンパーライトを採集し

てくる乙とです。

見学した鉱山は、南アフリカ

の首都、プレトリアの近くのプ

レミア鉱山、南アフリカ北部の

ヴェネチア鉱山、ジンパブエ南

部のリンポポ川沿いのリバーラ

ンチ鉱山、そしてボツワナ中央

部のオラパ鉱山です。すべての

鉱山でダイヤモンドを採掘して

います。乙のうち、オラパ鉱山

は、巨大な鉱山の町を形成しており、

地図にも載っていますが、それ以外の

鉱山は通常の地図には載っていませ

ん。各々の鉱山は、 1，OOOkm以上離れ

ているものもあり 、その聞のパス移動

はたいへん苦痛で、した。すべての鉱山

に共通で、巡検グループが到着する

と、鉱山の地質学者が鉱山の地質につ

いて説明します。

4つの鉱山のうち、プレミア鉱山は、

深い竪穴と坑道の発達した鉱山です。

巡検参加者は、鉱山が用意した白衣と

懐中電灯付きヘルメット、安全靴を着

用させられ、地下720mの坑道でキン

ノfーライ トの産状を見学しました(図

1)。風化していないキンパーライトを

観察できたため、有意義で、はあったの

ですが、蒸し暑さでたいへんでした。プ

レミア鉱山以外は、大規模な露天掘り

の鉱山です。特に、ゥーェネチア鉱山は最

大直径が800mを越える巨大な露天掘

りの鉱山です(図2)。露天掘りの鉱山

では、らせん状に道が造られており、タ

イヤの直径が大人の背丈より大きな、

巨大なダンプが採掘したキンパーライ

トを運んでいました。いずれの鉱山で

も、採掘したキンパーライトは、砕いて

からダイヤモンドを取り除く作業を数

回繰り返され、ダイヤモンドが入つて

ないことが確認された後で捨てられま

す。捨てられたキンパーライトは、いわ

ゆる「ぼたI1JJになり、大きなものでは
100m近い高さになります。南アフリカ

の平坦な草原を車で走っていると、こ

の「ぼた111Jが目に付くことで、ダイヤ

モンド鉱山がどこにあるかわかりま

す。プレミア鉱山では、ぼた山での岩

図1.ヘルメッ ト，ヘッドライトを装備

し，地下720mの坑道を巡検する プレミ

ア鉱山 (PremierMine， South Africa)にて.
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山下浩之(学芸員)

石・鉱物採集が許され、ぺリドタイトや

エクロジャイ卜などのマントルを構成

する岩石や、数センチメートルのイル

メナイトや透輝石などの鉱物を採集す

る乙とができました。

岩石の採集に関して、私は日本から

重たい岩石ハンマーを持参したので

すが、ハンマーを使って鉱山内の岩石

を採集できたのはジンパブエのリ

バーランチ鉱山だけでした。他の鉱山

では、露天掘りの中を見学した後で、

鉱山の施設の外に用意された、ダイヤ

モンドが入つてないことが確認され

ているキンパーライトの採集を許可

されました。それでも、露天掘りの中

で見ることができたほとんどの種類

のキンパーライトを採集することが

でき、結局32kgのキンパーライトを採

集することができました。ちなみに、

鉱山内での岩石採集が許されない鉱

山では、鉱山を見学の後、手荷物検査

をされることがあります。もっとも厳

しいところでは、手荷物すべてにX線

検査をし、さらにボディーチェックま

でされました。

おわりに

1週間の短い期間ではありました

が、たいへん勉強になる巡検でした。

キンパーライトを初めて見た感想は、

正直言って、「見た目は丹沢を構成す

る凝灰岩とあまりかわらなpJといっ
たところです。もっとも、岩石を構成

している鉱物は丹沢のものとはまっ

たく違いますが…。

採集してきたキンパーライトは、近

いうちに博物館の情報コーナーで公

開したいと思います。

図2. ヴ、ェネチア鉱山 (VenetiaMine， 

South Africa)の大規模な露天掘り .



牛糞由来の帰化植物

もう 1年以上も前になりますが、

阿武の 「クローズアッフ明代Jで、栃木
県那須地方の飼料畑で外来雑草が異常

に繁殖し、大きな被害が出ていることを

報じていま した。その畑は牛糞を肥料と

して撒いた飼料用のトウモロコシ畑で、

一面にイチビが生えてトウモロコシが

ほとんど収穫できなかったといいます。

乙の地方には膏産農家が多く、牛糞を飼

料畑に肥料として撒いていたそうです。

畜産農家では海外から牧草を乾草と

して輸入し、それを牛に与えています。

牧草といっしょに、さまざまな雑草の種

子が持ち込まれます。まだ、博物館を横

浜で営業していた頃、牧草の輸入業者や

横浜税関の職員から、輸入牧草中に混入

している雑草の名前を調べることを頼

まれたことがあります。カモガヤ、オオ

アワガエリ、コヌカグサ、ナガハグサ、ネ

ズミムギ、 オニウシノケグサ、 ギョウギ

シパ、エンバクなどのイネ科の牧草で、

オーストラリアから輸入されたもので

したが、ナガJ~'ギシギシ(タテで科)、ウロ

コナズナ(アブラナ科)、 シラゲガヤ(イ

ネ科)、 コスズメ ノチャヒキ(イネ科)、シ

ノTムギ(イネ科)、タチオランダゲンゲ(マ

メ科)、品何回世'a/isSteinh(タテ潤)な

どの植物体や果実が混入していたのが

U筒志できました。

輸入牧草に混入 していた雑草種子

が、食べこぼされたり、牛に食べられ

て糞といっしょに排泊されたりして、

写真 1 イチビ(伊勢原市)ー
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牛糞といっしょに畑に撒かれ、中には

発芽して肥料のきいた畑地で旺盛な

生育をするものもあります。

イチビはアオイ科の一年草で、アジア

からヨーロッパにかけての温帯から熱

帯に広く分布し、アメリカやオーストラ

リアに帰化しています。日本には古くに

繊維作物として中国から渡来したもの

で、その後栽培されなくなりま したが、

各地の荒地に稀に野生化したものが見

られました。「クローズアップ現代」で放

映された、 トウモロコシ畑に大繁殖した

イチビは、中国から導入され細々と野生

化していたものの子孫で、はなく、輸入牧

草に混入して、おそらくアメ リカあたり

から入ってきたものと推定されます。神

奈川県でも牛の肥育を行っている畜産

農家は多く、以前に伊勢原市で卜ウモロ

コシ畑をたたんだ後に、イチビがたくさ

ん生えているのに出会ったこ とがあり

ます。たまたまそのときに撮影したイチ

ビが写真1のものです。

当館では神奈川県植物誌調査会と

協力して、「神奈川県植物誌2001Jを

作るための調査を行っています。毎月

第2水曜日には情報交換を兼ねて、採

集した標本の同定会を行っています。

大和市在住のMさんは、これまでにあ

まり記録されていない珍しい帰化植

物を毎月のようにたくさん持って来

られます。Mさんによると相模原市、

大和市、 座間市、綾瀬市、海老名市な

写真2 トウモロコシ畑をたたんだ後

に牛糞が撒かれたところ(海老名市)
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勝山輝男(学芸員)

どには牛の肥育を行っている畜産農

家が多く、そこでは海外から輸入した

牧草を牛に与え、その牛糞を畑や休耕

地に撒いているといいます(写真2)。

牛糞が撒かれた畑や休耕地には、イチ

ビ、アメリカキンゴジカ(アオイ科)、マ

メアサガオ(ヒルガオ干ヰ)、ホシアサガオ

(ヒルガオ科)、アメリカツノクサネム

(マメ科)、オキナアサガオ(ヒルガオ

幸司)、オオホナガアオゲイトウ(ヒユ干ヰ)、

イガホビユ(ヒユ科)、センナリホオズキ

(ナス手ヰ)、ナガエノセンナリホオズキ

(ナス科)、ミナトアカザ(アカザ科)な

ど、アメリカが原産と思われる帰化植物

がよく見つかるそうです。たんねんに調

査して回ると、見たことのない植物を採

集することもできるそうです。

Mさんが採集された植物のなかには

Pe似niaparvifJora Juss.ヒメ ツクノTネアサ

ガオ(ナス科;写真3)やLysimachia

cilia臼L.アメリカクサレダマ(サクラソ

ウ科;写真4)のように日本新産の帰化

植物となったものもあります。神奈川県

新産と思われる帰化植物にはオオツメ

クサ(ナデシコ科)、アメリカゴウカン

(マメ科)、ショウジョウソウモドキ(ト

ウダイグサ干ヰ)、キクノハアオイ(アオイ

干ヰ)、アカノfナルリノ、コべ(サクラソウ

干ヰ)、トマトダマシ(ナス平'4)、メリケン

ムグラ(アカネ科)があります。神奈川

県新産ではないが、神奈川県ではこれま

でに他に 1ヶ所で記録されたにすぎな

いものでは、アメリカノキビ(イネ科)、

アメリカサナエタデ(タデ科)、ホザキニ

ワヤナギ(タデ不ヰ)、ヌカイトナデシコ

(ナデシコ科)、アコウグンパイ(アブラ

ナ科)モンツキヒナゲシ(ケシ科)、エノ

キアオイ(アオイ干ヰ)、オオセンナリ(ナ

ス科)、ラシャナス(ナス科)、トゲオナ

モミ(キク科)をあげることができます。

神奈川県には横浜という日本有数の

貿易港があり、海外からさまざまな物資

が荷揚げされてきました。それらの物資

に付着して種子が運ばれ、港の周辺で発

芽し、定着を果たす雑草はたくさんあり

ました。そのために日本では神奈川県で

はじめて記録された帰化植物の数はた

くさんあります。最近でも「神奈川県植

物誌19槌」は日本新産の帰化植物をお種

あげています。そのうち 5種について
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写真3 ヒメツクパネアサガオ

(KPM-NA0106052) . 

は、すでに記録があることが判明しまし

たが、それでも28種に上る新産帰化植物

が記録されたことになります。

「神奈川県植物誌19回」の調査を行っ

ていた頃には、山下埠頭、新港埠頭、出

田町埠頭、大黒埠頭といったところが、

帰化植物の採集地でした。外国からの物

資に付着、または混入して侵入した雑草

の種子が定着するためには、周辺に土が

あるオープンな環境が必要です。当時の

埠頭には引き込み線や舗装されていな

い資材置き場、埋め立て中の場所などが

ありました。今では、埋立地は整備が終

わり、埠頭内の引き込み線は廃止され、

資材置き場なども舗装されてしまいま

した。そのために、 最近ではこれらの埠

頭が帰化植物の定着センターとしての

役目を果たすことはあまりありません。

高度経済成長期からバブル時代にか

けて、神奈川県の内陸部は大規模な宅

地開発が行われ、丘陵を削り谷戸は埋

め立てられていきました。削った斜面

や盛り土をした所には、緑化のために

牧草の種子が吹き付けられます。牧草

の種子の中には原産国の雑草の種子が

混ざっています。以前、市販されている

シロツメクサの種子(アメリカから輸

入されたもの)を調べてみましたが、マ

ンテマ属、ヒユ属、アカザ属、イネ科、

カヤツリグサ属、トウダイグサ属、ウマ

ゴヤシ属など、シロツメクサとだいた

い同じくらいの大きさの雑草の種子が

多数見つかりました。1990年から 1993

年頃には、家が建つ前の宅地造成地で

多くの帰化植物が見つかり、埠頭に替

ケ
一

写真 4. アメリカクサレ ダマ

(KPM-NA0106053) . 

わって神奈川県内の帰化植物侵入の重

要な経路になっていました。

神奈川県植物誌調査会の会報IFlora

Kanagawa 34号 (1992)Jに、『帰化植

物がゾロゾロ』と題して、ヒメヤエム

グラ(アカネ科)とアメリ カミコシガ

ヤ(カヤツ リグサ科)の 2種の日本新

産帰化植物、ワタゲハナグルマ(キク

科)、キレハウマゴヤシ (マメ科)、セ

イヨウヤブジラミ (セリ科)、ホザキマ

ンテマ(ナデシコ科)、エゾスズシロ

(アブラナ科)、ビロードアカツメクサ

(マメ科)、ダンゴツメ クサ(マメ科)、

ジモグリツメクサ(マメ不1)、セイヨウ

ヒキヨモギ(ゴマノハグサ不1)、ホソセ

イヨウヌカボ(イネ科)といった神奈

川県新産の帰化植物について報告し

ましたが、この大部分が宅地造成地や

写真 5. イガホビユ(綾瀬市).
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再開発地で採集されたものでした。

最近では前述したように、牛糞を撒か

れた畑や休耕地が帰化植物の侵入地と

してクローズアップされています。畜産

農家の内部で輸入牧草からこぼれ落ち

た雑草の種子が発芽して定着するので

は限りがありますが、牛糞を畑や休耕地

に肥料として撒くとなると、あち ζちで

帰化植物が発芽定着することになりま

す。イチビのように、かつては問題があ

まりなかった種類が強害草になる乙と

もあり ます。 イガホビユ(写真5)やミ

ナトアカザ (写真6)はとれまで限られ

た所でしか採集されていませんでした

が、あちこちで記録されつつあります。

イガホビユ Amara刀thuspowe]]jj 

S.Watsonは 「神奈川県植物誌1988Jの調

査ではホソアオゲイトウやアオゲイト

ウと混同されていましたが、横浜市中区

山下埠頭で採集されただけでした。最近

では、横浜市瀬谷区、泉区、相模原市、大

和市、座岡市、綾瀬市、秦野市で採集さ

れています。いずれも、牛糞が撒かれた

畑やその周辺で採集されています。アメ

リカではホソアオゲイトウ、アオゲイト

ウとともにイガホビユがヒユ属の雑草

としては被害が多いといいます。今後の

動向が気になる帰化植物です。

埠頭に侵入した帰化植物や、法面の

緑化種子に混入して定着した帰化植物

は、その場では路傍雑草にすぎず、特に

大きな被害を出すと とはありません。

しかし、畑地に直接侵入する、牛糞由来

の帰化植物は畑地内に耕地雑草として

定着することになり、ときには作物に

大きな被害を出す可能性があります。

写真6. ミナ トアカザ (大和市).
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神奈川の自然シリーズ 10 小さなモグラ・ヒメヒミズは何処ヘ

秋から冬にかけて、公園などの枯れ

た芝生には盛り上がった新しい土山

が点々と広がっているのを見かけま

す。これはモグラ塚といって地下生活

をしているモグラがトンネル工事に

よって掘り出した土を地上まで押し

上げたものです。神奈川県内の平地で

普通に見られるモグラ塚は、アズマモ

グラという体長15cmほどのモグラが

せっせと働き、造りだしたものです。

アズマモグラの寸胴型で短Lミ尾、シャ

ベル状の外に向いた巨大な前肢はま

さにトンネルを掘るのに適した体型

です。地下生活をしているために、直

接モグラを観察することはできませ

んが、私達と最も身近に生息している

11甫乳類と言えるでしょう。

県内には、この身近なアズマモグラ

の他に、ヒメヒ ミズとヒミズと言う小

形で原始的なモグラが生息していま

す。ここでは丹沢山塊を中心に、私達

と最も離れた環境で、細々と生息する

ヒメヒミズとヒ ミズの関係について

紹介します。

小さなモグラ ヒメヒミス・とヒミズ

ヒメヒミズとヒミズは大変よく似

ています。どちらも小形で全身黒色の

ビロード状の体毛には金属的な光沢

が見られます。また、土を掘る手のひ

らの面積は体に比べ小さく、反対に尾

は長く、中央部が太いパット状をして

います。しかし、ヒメヒミズは、その

名前が示すとおりヒミズより体が細

く、小さいことが特徴です。また、頭

骨を比較すると、ヒメヒミズでは上顎

犬閣の先端がl幅広くなっているとと、

下顎前日閣が l対多い特徴で区別す

ることができます。

ヒミス¥

ヒミズは本州、四国、九州に分布す

る他、五島列島、対馬、隠岐諸島、 山

口県見島、淡路島、小豆島などの島々

まで広く分布し、 山地では極めて普通

に生息しています。県内では丹沢山塊

をはじめ大磯丘陵、多摩丘陵そして三

浦半島にいたる平野部の僅かに残る

自然林でも生息、が確認されています。

一方、 ヒメヒミズは、本州、|では北ア

ルプス、木曽御巌111、中央アルプス、

八ヶ岳、尾瀬沼、塩原、蔵王、十和田

湖、早池峰山など、四国では剣山、九

州では祖母山、九重山系などで生息が

報告されています。県内では丹沢山塊

の主峰蛭ヶ岳、槍洞丸、犬越路の三箇

所で採集されています。

一般的には、本州中部地方の1500m 

以上の高標高地にはヒメヒミズが生

息し、それ以下にヒミズが生息すると

いう傾向が見られます。しかし、日本

で唯一、富士山山麓の青木ヶ原付近の

熔岩地帯では 800m程度の低い所に

もヒメヒミズが住んで、います。

日本固有属固有種とされるヒミズ

とヒメヒミズは系統的にも近縁で、

体の大きさも余り差がありません。

そのため両種間では高標高地、低地

と地理的にすみ場所を違えるなど棲

み分けているように見えますが、実

は地域によっては激しい競合が見ら

れるのです。

丹沢山塊のヒメヒミズは何処ヘ

モグラ類のなかで、体の特徴が最

も原始的なヒメヒミズは、その昔、低

地から山地まで広く分布していたと

思われます。後に日本へ進入してき

たヒミズなどモグラ類によ って駆

逐、圧迫され、次第に高標高地に追い

詰められ、遺存的な分布をしている

のでしょう。

今では亜高山から高山帯の動物

と言われていますが、実はヒミズが

進入しにくい岩牒地など限定され

た悪条件の地にやむなく生息して

いるのです。

丹沢山塊でヒメヒミズの生息が確

認された地域はいずれも山頂です。乙

れ以上標高の高い場所はなく、勢力の

30 

山口佳秀(学芸員)

強いヒミズとの威力競合によって移

動したくても、ヒメヒミズには移動す

る場所がありません。もし、丹沢山塊

に熔岩あるいは高山帯に見られる岩

礁地のような環境が存在するならば、

丹沢山塊のヒメヒミズ個体群は残存

することができるでしょうが、それも

不可能です。丹沢山塊からヒメヒミズ

が絶滅することは確かです。いや、す

でに絶滅しているかもしれません。

今から20年ほど前に丹沢山塊を中心

にヒメヒミズの分布調査を実施しまし

た。ヒミズやヒメヒミズは大麦やピー

ナツバターを餌にしたネズミ捕り用ワ

ナで容易に採集ができます。丹、沢山塊

でヒメヒミズが生息していると思われ

る16箇所を選び、ワナを用いた、積極

的に生息を確認するための調査でし

た。その結果、蛭ヶ岳山頂付-近で、ヒメヒ

ミズは雌2個体、 ヒミズは雄5個体と

雌1個体の計6個体を採集しました。ま

た、袷洞丸山頂付近ではヒメヒミズは

雄 2個体と雌 l個体の計3個体、ヒミ

ズは雄6個体と雌10個体の計16個体を

採集しました。両地域ともヒミズとヒ

メヒミズの捕獲率から推定できるよう

に蛭ヶ岳山頂付近も檎洞丸山頂付近

も、すでにヒミズの勢力下になってお

り，その中で細々とヒメヒミズが混在

している状況だったからです。

j 

、。J
ヒメヒミズの分布.
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催し物のご案内 (1999 年 1 月 ~3 月)

観察会・講座等

1.室内実習「図鑑を作ろう一魚編一」

[博物館]

日時 1月17日(日)・24日(日)全2回

9: 00 -16: 00 

対象:18歳以上10名

募集 12月8日(火)ー12月29日(火)

2. r博物館ボランティア体験講座J[博物館]
日時 2月2日(火)・3日(水)・5日(金)・

9日(火)・11日 (木)全5回

10 : 00 -15 : 00 

対象 :一般

体験分野-募集人員:岩石 -古生物・植

物(各10名)地学・リモートセンシン

グ・ H雨乳類 ・昆虫 ・魚 ・員類 ・キノコと

コケ・ライブラリー(各5名)

募集:12月29日(火)から1月19日(火)

3.野外観察「冬芽の観察J[博物館周辺]
日時 2月14日 (日)10: 00 -15 : 00 

対象一般20名

募集 :1月5日(火)から 1月26日(火)

4野外観察と室内実習「鉱物研究講座J
[博物館と千葉県鋸南町安房勝山]

友の会との共催

日時 2月20日 (土)・21(日)全2回

10 : 00 -15 : 00 

対象 一般40名

費用:1，000円程度(交通費は除く)

募集 :1月12日(火)から 2月2日(火)

5野外観察と室内実習「動物の行動観察」

[博物館と小田原城祉公園]

日時 :3月25日 (木)・26日 (金)全2

凪10: 00 -15 : 00 

対象 小中学生20名

募集 2月16日(火)から3月12日(土)

6室内実習「博物館探検隊J[博物館]
日時 3月28日 (日)10: 00 -15 : 00 

対象・ 小中学生40名

募集 2月16日(火)から3月12日(土)

申し込み方法 :往復はがきに参加行事名、

参加代表者の住所、氏名、電話番号(連絡

先)、参加する人全員の氏名と年齢(学年)

を明記して、お申し込みください。応募多

数の場合は抽選となり ます。

「身近な自然発見講座j

毎月第3水l曜日に、一般の方を対象に、博
物館周辺での自然観察や館内での実習・

実験をする身近な講座を開催しておりま

す。参加費は無料ですが、パス代・電車賃

が必要なことがあります。事前の申 し込

みはいりません。当日、歩きやすい服装

で、博物館正面玄関にお集まりください。

雨天の時は中止します。

持ちもの.筆記用具、ルーペ、昼食、水筒、

雨具、双眼鏡など

1月20日(水)10: 00 -15 : 00 
2月17日(水)10: 00 -15 : 00 
3月17日(水)10: 00 -15 : 00 

ライブラ リー通信 注目される企業博物館

先日、横浜市鶴見区に東京ガスの企業博物館「環境エネルギー館」がオープン

しました。 また、97年秋には大阪市で関西の企業博物館を中心にして「関西ミュー

ジアム ・メッセ'97Jが開催されるなど、 最近企業博物館が注目を集めています。
博物舘という と、当館のように自治体が設置している公立博物館をまず連

想しがちですが、法人等が運営する私立博物館も全国に多数設置されていま

す。私立博物館の中でも企業が自社に関連した資料を保存・展示する目的で設

置している施設が一般に企業博物館とよばれています。企業博物館の中には

歴史の古いものもあり ますが、大半はこ乙 20-30年の聞に設立 されたものが

多いようです。現在、全国で330館ほどの企業博物館があるといわれています。

企業による博物館設立の動機には当然、自社の広報戦略等がありますが、近

年の傾向としてはフイランソロビー(企業の社会的貢献活動)や、メセナ(文

化擁護)の潮流が背景としてあるよ うです。神奈川県では企業博物館が集まっ

て神奈川県企業博物館連絡会を結成して活動しています。

企業博物館は意外と身近な所にあったり します。また、無料の施設も結構多いで

すので一度出かけてみたらどうでしょ うか。面白い発見があるかもしれません。

<参考文献> 当館ミュージアム ライブラリーで閲覧でき るものとして、『企

業博物館事典j(日外アソシエーツ)、 『企業博物館j(東京堂出版)、『企業

ミュージアムj(ピーエーエヌ)、 『日本の企業博物館j(電通)、『神奈川県企

業博物館連絡会のあゆみJなどがあります。(司書 ・内田 潔)
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6持

特別展 ・関連行事のご案内

「カニの姿ー酒井コレクションからー」

平成11年1月30日(土)-3月31日(水)

<開催中、 3月22日を除く毎週月曜日と 2

月12日(金)・2月18日(木)は休館>

酒井恒博士(元横浜国立大学教授)が分類学的研究

のため収集した、カニ類、タラバガニ類の膨大なコ

レクションから、代表的な種類や、相模湾に生息す

る種類などを紹介します。また、博士夫妻の描いた

カニ類のカラ 細密画もあわせて紹介します。

観覧料 :

20歳以上(学生を除く)……200円

20歳未満 ・学生..…………100円

高校生以下 .65歳以上.… …無料

講演会

第1回 2月21日 (日)13:30 -15:00 

「相模湾のカニと酒井恒博士」

講師鈴木博(横浜国立大学名誉教授)

日本の海洋生物学の発祥の地・相模湾を舞台

にカニ類の分類学的研究を進めた酒井恒博土

のカニにまつわるエピソードを紹介します。

第2回 3月21日 (日)13:30 -15:00 

「高山から深海までーカニのくらしj

講師 :渡没精一(東京水産大学教授)

陵地に生活するカニから、潜水艇でなければ

調査できない深い海に生きるカニまで、様々

なカニのくらしについて紹介します。

申し込み方法・申し込み期間

往復はがきに希望日、住所、氏名、年齢、電

話番号を明記の上、博物館企画普及課まで

お申し込みください。定員は70名です。

第1回 1月19日(火)ー2月13日(土)
第2回 2月16日 (火)-3月12日(土)

オオアカヒヅメガニ.標本即MNH0107932
神奈川県立生命の星地球博物館所蔵.

エンコウガニ細密画神奈川県立教育セ

ンタ一所蔵.
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資料紹介 小田原コレクション

一小田原利光博士収集のカニ類標本 村岡健作 (学芸員)

当館の収蔵標本のなかで、 今回は東

京都港区麻布卜番にお住まいの小田原

利光先生からご寄贈いただいたカニ類

のコ レクションについて紹介します。

小田原先生はカニやエビなどの研

究者として圏内はも とより外国でも

よく知られていますが、本職は医師。

大正8年生まれで、今も現役で居住地

の麻布十番で診療に従事されていま

す。先生は東京慈恵会医科大学在学中

に甲殻類の研究で著名な中津毅一先

生のご講義も受講され、カニ類への興

味をより一層かき立てられたとのこ

とです。昭和18年に医大を卒業されて

からもこの興味は尽きることなく、当

H寺の甲殻類研究者と も交流を深めな

がら調査研究を続けられ、採集にも

J支々 出かけられていました。

先生は私財をなげうって昭和36年2

月に「私立小田原甲殻類博物館jを病

院の一角に設置されました。ここに昭

和12年以来収集された膨大な標本を

先生ご自身で整理保管し展示をさ れ

ていま した。今は亡き学界の著名学者

であった岡田要、久保伊i幸男、酒井恒、

三宅貞祥諸先生をはじめとして多く

の先生方もとこを訪れていますし、外

国の甲殻類学者にもよく知られ、 来日

すると必ずと言っていいほど訪問さ

れています。

これらの標本は長年にわたって甲

殻類博物館に展示、 保管され研究者を

はじめとして多くの人に利用されて

きました。しかし、標本は既に先生ご

自身が保存管理でき る点数を大きく

小田原利光先生 1998年3月先生宅にて.

上回るほどになってしまい、このま ま

ではいろいろと支障をきたすことが

予想され、先生はどこかの博物館にコ

レクションとして永く保存し、研究や

展示に役立てて欲しいと考えられて

いました。そこで白羽の矢がたったの

が当館の前身である神奈川県立博物

館でした。館では早速ご寄贈をお願い

し、平成6年3月に 「小田原コレクショ

ン」として受け入れを完了しました。

寄贈されたカニ類標本は先生ご自身

が囲内各地に赴いて採集されたものも

多く 、度々出かけられた場所は、東京に

近い神奈川県や千葉県などのほか、遠く

は福井県越前町、愛知県一色町、 三重県

の志摩町和具、 紀伊長島町、和歌山県南

部町、鹿児島県の鹿児島市周辺や与論

島、 沖縄県の本島や先島諸島などです。

そのほか全国各地の研究者やアマチュ

アなどから、さらには外国の学者からの

寄贈や交換などにより圏内ばかりでな

く外国から入手されたものも数多く あ

ります。その標本点数は約15，5∞点、で、そ

の内訳は液浸標本が約8，5∞点(他に未整

理楳本が約 1，側点)、 jiiZ~燥及び、剥製標本

が約6，α)()点、です。これらのなかにはタイ

プ標本 (Allotype)で先生の還暦、を祝して

献名された異尾類(ヤドカリ類)のオタ

ワラフサイノfラガニ (Lopholithodes

odawarai Sakai)も含まれています。館に

はこれ以前にも先生よりタカアシガニ

の剥製標本2点をご寄贈いただき、この

うちの 1点は県立博物館が休館する平

成5年まで展示していました。

このコレク ションと既に当館に所

先生の還暦を祝してï*~名されたオダ

ワラフサイバラガニ(タイプ楳本).
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の収納の様子

蔵している酒井コレク ション とを合

わせると、質、量ともにより充実し、こ

れだけの内容を誇れる館は国内では

見あたらないと言っても過言ではあ

りません。貴重な標本をご寄贈いただ

いた先生に感謝するとともに、今後、

館の活動のなかでいろいろと活用し

てゆきたいと考えています。なお、先

生は昭和 62年には神奈川県立博物館

長、平成6年には神奈川県知事より表

彰されています。さらに平成6年11月

には内閣総理大臣より紺綬褒章を受

章されています。

現在当館では、とのコレクションの

標本目録をなるべく早い時期に刊行

できるよう準備を進めています。また、

平成11年1月には酒井コレクションを

用いてのカニの展覧会を開催します

ので、このなかで、小田原コレクション

も一部紹介したいと考えています。
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